
会
員
募
集

　
◆
読
者
会
（「
世
界
」
を
読

む
会
）　
第
２
水
曜
日
午
後
６

時
〜
８
時
４５
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

他
で
。
会
費
１
回
１
０
０
円
。

雑
誌
「
世
界
」
の
読
者
会
で
す
。

感
想
、
意
見
の
交
流
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
須
山
☎
０
９
０
・
３

８
７
８
・
５
８
４
８
へ
。

　
◆
剣
道
（
雅
心
剣
友
会
）　

毎
週
土
曜
日
午
後
５
時
〜
７
時

と
日
曜
日
午
前
８
時
〜
１１
時
、

第
五
小
学
校
で
。
入
会
金
９
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

感
染
対
策
徹
底
し
活
動
。
見
学

体
験
可
。
ブ
ロ
グ
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
三さ

ん

瓶ぺ
い

☎
４

７
２
・
４
０
５
２
へ
。

　
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

を
楽
し
む
会　
毎
週
水
曜
日
と

第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時

４５
分
〜
１１
時
半
、
六
仙
公
園
で
。

参
加
費
１
回
５
０
０
円
、
別
途

レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
代
５
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
足
腰
、
肩
甲
骨

を
強
化
し
体
力
向
上
さ
せ
る
歩

き
方
を
学
び
ま
す
。
詳
し
く
は

長
浜
☎
０
９
０
・
５
２
０
４
・

３
１
９
０
へ
。

　
◆
少
年
サ
ッ
カ
ー
（
東
久
留

米
キ
ッ
カ
ー
ズ
）　
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
。
時
間
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
第
三
小
学

校
、
西
部
運
動
広
場
他
で
。
幼

児
〜
小
学
６
年
生
が
対
象
で
す
。

入
会
金
と
会
費
は
学
年
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
高

橋
☎
０
８
０
・
１
１
５
４
・
３

１
５
６
へ
。

　
◆
仙
武
館
空
手
教
室
（
松し

ょ
う
と
う濤

館か
ん
り
ゅ
う
流
）　
毎
週
日
曜
日
午
前
１０

時
〜
午
後
０
時
半
他
、
南
町
小

学
校
で
。
入
会
金
５
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
他
。
小
学

生
以
上
。
体
験
入
門
後
、
納
得

の
上
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
土
居
☎
４
７
５
・
９
３
７

５
へ
。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
年
度
（
２
年
１０
月
１

日
〜
３
年
３
月
３１
日
）
の
予
算
執

行
、
基
金
、
市
債
の
現
在
高
、
財

産
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市

債

の

状

況

（
３
年
３
月
末
現
在
）

　
道
路
、
公
園
の
整
備
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
、
将
来
そ
の
施
設

を
利
用
す
る
世
代
に
も
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
な
事
業
の

場
合
、
市
で
は
事
業
費
の
一
定
割

合
を
「
市
債
」
と
し
て
、
国
な
ど

か
ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
市
債
現
在
高
（
元
金
）
＝
３
０

５
億
２
６
６
１
万
６
千
円

　
【
内
訳
】▼
一
般
会
計
＝
２
４
５

億
５
８
７
９
万
８
千
円
▼
下
水
道

事
業
会
計
＝
５９
億
６
７
８
１
万
８

千
円

◎
市
債
償
還
利
子
＝
１１
億
９
６
１

６
万
１
千
円

　
【
内
訳
】▼
一
般
会
計
＝
５
億
２

１
３
７
万
５
千
円
▼
下
水
道
事
業

会
計
＝
６
億
７
４
７
８
万
６
千
円

　
※
金
利
に
変
更
が
な
い
場
合
の

予
定
額
で
す
。

市
民
負
担
の
状
況

　
市
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
市
税
の
ほ
か
、
国
や
都
か

ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
一
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
＝

１５
万
円

◎
一
世
帯
当
た
り
の
市
税
負
担
額

＝
３１
万
６
千
円

基

金

の

状

況

（
３
年
３
月
末
現
在
）

　
基
金
は
家
計
で
言
え
ば
「
預
貯

金
」
に
当
た
る
も
の
で
す
。
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
に
備

え
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
ご
と
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

◎
基
金
現
在
高
＝
６８
億
７
７
９
０

万
５
千
円

　
【
内
訳
】▼
財
政
調
整
基
金
＝
３０

億
２
３
２
６
万
円
▼
そ
の
他
の
基

金
＝
３８
億
５
４
６
４
万
５
千
円

公
有
財
産
の
状
況

（
３
年
３
月
末
現
在
）

　
公
有
財
産
と
は
、
市
が
所
有
す

る
不
動
産
や
動
産
な
ど
を
言
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
土
地
、
建
物
な

ど
の
財
産
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
土
地
＝
６０
万
５
２
１
０
・
９５
平

方
㍍

◎
建
物
＝
１９
万
７
２
３
６
・
５１
平

方
㍍

◎
工
作
物
＝
１
７
０
１
カ
所

　
※
各
計
数
は
原
則
と
し
て
表
示

単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
合

計
な
ど
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
「
家
族
が
学
校
に
行
か
な
い
」

「
家
に
こ
も
っ
て
い
る
」「
仕
事

を
し
て
い
な
い
」「
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」。
悩
ん
で
い
る
の

は
あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
の
方
の
お
話
を
聞
く
だ
け
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
▼
参
加
者
の
声
＝
「
悩
み
を
共

有
で
き
る
方
々
と
話
が
で
き
た
」

「
他
の
人
の
気
持
ち
な
ど
を
聞
け

て
良
か
っ
た
。
自
分
の
気
持
ち
が

話
せ
た
」「
支
援
者
が
い
て
心
強

く
思
っ
た
。
勇
気
を
出
し
て
参
加

し
て
よ
か
っ
た
」

　
【
日
時
】①
７
月
１１
日
（
日
）
②

８
月
８
日（
日
）③
９
月
１２
日（
日
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
（
１

時
半
か
ら
受
け
付
け
、
入
退
室
自

由
）

　
【
会
場
】①
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
２
階
第
三
・
四
会
議
室
（
中

央
町
６
ノ
１
ノ
１
）
②
・
③
は
市

役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

　
【
内
容
】参
加
者
同
士
の
交
流
、

情
報
提
供

　
【
対
象
】ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
方
の
家
族

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
市
内

小
・
中
学
生
な
ど
か
ら
５８
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
作
品

は
、
市
長
賞
１
点
、
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長
賞
１
点
、

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
賞
８
点
、

優
秀
賞
６
点
の
計
１６
点
で
す
。

　
入
賞
作
品
は
、
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
冊
子
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

　
【
市
長
賞
】国
分
悠
人
（
東
中
学

校
２
年
）

　
【
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
長
賞
】井
宮
愛
香
（
第
五
小

学
校
６
年
）

　
【
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
賞
】▼

武
田
オ
ダ
イ
マ
沙
春
（
東
中
学
校

２
年
）
▼
郡
司
知
佳
（
東
中
学
校

３
年
）
▼
菊
池
優
那
（
第
五
小
学

校
４
年
）
▼
関
あ
ゆ
め
▼
中
村
空

蒼
（
以
上
、
第
五
小
学
校
６
年
）

▼
江
口
愛
美
▼
加
藤
伊
純
▼
島
田

篤
志
（
以
上
、
東
久
留
米
・
川
ク

ラ
ブ
）

　
【
優
秀
賞
】▼
佐
藤
香
澄
里
（
第

三
小
学
校
３
年
）▼
菊
池
愛
未（
第

五
小
学
校
２
年
）▼
峰
岸
叶
名（
第

五
小
学
校
４
年
）
▼
加
藤
伊
織
▼

剣
持
未
来
▼
水
津
結
晴
（
以
上
、

東
久
留
米
・
川
ク
ラ
ブ
）

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
※
）

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
お
薬
代

の
自
己
負
担
額
が
い
く
ら
軽
減
で

き
る
か
を
試
算
し
た
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
。
切
り
替
え
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
）
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

＝
一
般
的
に
低
価
格
で
あ
り
な
が

ら
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同

一
の
有
効
成
分
を
含
み
、
同
等
の

効
き
目
が
あ
る
と
国
に
認
め
ら
れ

て
い
る
後
発
医
薬
品

　
【
送
付
時
期
】６
月
下
旬
と
１２
月

中
旬

　
【
通
知
対
象
】生
活
習
慣
病
な
ど

の
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る
方

で
、
お
薬
代
が
一
定
金
額
以
上
軽

減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

　
【
ご
注
意
】技
術
料
や
管
理
料
な

ど
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担
の
総

額
が
軽
減
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

な
い
場
合
や
処
方
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
▼
切
り
替
え
の
際
は
、

主
治
医
や
薬
剤
師
と
十
分
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

　
【
送
付
元
】東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

　
詳
し
く
は
同
通
知
書
に
記
載
の

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
ま
た
は
保
険
年

金
課
高
齢
者
医
療
係
☎
４
７
０
・

７
８
４
６
へ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
、
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
行
動
で
き
る
手
法

を
学
び
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
会
議
サ
ー
ビ
ス
（
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
）
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
す
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
使

い
方
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　
【
日
時
】①
７
月
１
日
②
７
月
８

日
の
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時

〜
１１
時
半

　
【
内
容
】①
「
自
分
ゴ
ト
」
を
社

会
の
視
点
で
！
〜
「
男
女
共
同
参

画
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
②
「
社
会

ゴ
ト
」
へ
の
道
す
じ
は
？
〜
あ
な

た
の
一
歩
が
社
会
を
変
え
る

　
【
対
象
】テ
ー
マ
に
関
心
が
あ
り
、

①
・
②
い
ず
れ
も
参
加
で
き
る
方

　
【
定
員
】２０
人
（
要
申
し
込
み
）

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
参
画
プ
ラ

ネ
ッ
ト
代
表
理
事
の
渋
谷
典
子
氏

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
が
設
置
（
委
託
）
す
る
高
齢
者

の
総
合
相
談
窓
口
で
、
専
門
の
職

員
が
保
健
・
医
療
・
介
護
の
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
援
す

る
機
関
で
す
。
生
活
で
の
困
り
事

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
「
あ
ん
し
ん
生
活
調
査
」
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　
市
で
は
在
宅
の
高
齢
者
が
地
域

で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
・

安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
「
あ

ん
し
ん
生
活
調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
【
目
的
】自
宅
訪
問
に
よ
り
、
み

ま
も
り
や
声
掛
け
の
ほ
か
、
困
り

事
を
早
期
に
把
握
し
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と

　
【
対
象
】対
象
地
域
に
お
住
ま
い

で
、
７５
歳
以
上
の
「
一
人
暮
ら
し

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実

現
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
誰
も
が
性
別
を

意
識
す
る
こ
と
な
く
活
躍
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
、
こ
の
機
会
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

展
示
・

図
書
展
示

　
同
週
間
中
、
市
役
所
１
階
で
男

女
共
同
参
画
週
間
展
示
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
（
同
２
階
）
で
は
図
書
展
示

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
０
６
１
へ
。

　
東
久
留
米
市
歴
史
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
は
、今
ま
で
に
刊
行
し
た「
東

久
留
米
市
史
」
や
東
久
留
米
の
あ

ゆ
み
シ
リ
ー
ズ
の
「
東
久
留
米
の

あ
け
ぼ
の
」「
東
久
留
米
の
江
戸

時
代
」「
東
久
留
米
の
近
代
史
」

の
内
容
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
、

個
々
の
歴
史
や
文
化
財
に
焦
点
を

当
て
た
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
こ
の
度
、第
３
巻
と
し
て
、「
東

久
留
米
の
学
校
史

−

明
治
・
大

正
・
昭
和
・
平
成

−

」（
Ａ
４
判
、

１
１
０
頁
、
高
精
細
フ
ル
カ
ラ
ー

印
刷
、
価
格
１
２
０
０
円
）
を
刊

行
し
ま
し
た
。

　
「
東
久
留
米
の
学
校
史
」は
、「
東

久
留
米
市
史
」
編
纂
後
の
約
４０
年

間
に
新
た
に
収
集
し
た
資
料
や
調

査
・
研
究
の
成
果
を
生
か
し
、
東

久
留
米
市
域
に
お
け
る
学
校
の
黎

明
期
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
市
内
の
お
寺

　
「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

今
ま
で
「
環
境
月
間
」
の
６
月
に

同
実
行
委
員
会
と
市
が
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
従
来
の
来
場
型
の
イ
ベ
ン

ト
に
代
わ
り
、
６
月
〜
８
月
に
か

け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
て
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
団
体
の
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
各
団
体
の
活
動
や

取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
環
境

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
今
後
の
環
境
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
※
こ
の
他
、
く
る
く
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
は
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
て
い
る
一
部
の
団
体
の

情
報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

開

催

内

容

①
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の

動
画
配
信

　
参
加
団
体
の
活
動
内
容
を
動
画

で
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
公
開
期
間
】６
月
中
旬
〜
９
月

　
空
家
等
の
建
築
物
や
そ
の
敷
地

は
、
所
有
者
等
の
財
産
で
あ
り
、

空
家
等
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
近

年
、
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
に
困
っ
て
い
る
方
々

一

般

会

計

　
【
予
算
総
額
】６
２
５
億
６
４
６

５
万
８
千
円
。
当
初
予
算
額
は
４

３
８
億
１
７
０
０
万
円
で
し
た
が

１５
回
の
補
正
を
行
い
ま
し
た

　
【
歳
入
】収
入
済
額
５
５
５
億
８

０
６
４
万
３
千
円

　
【
収
入
率
】８８
・
８
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
５
１
８
億
６

５
９
６
万
５
千
円

　
【
執
行
率
】８２
・
９
％

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】１
１
８
億
２
９
７

６
万
３
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
１
０
３
億
７

７
１
５
万
３
千
円

　
【
収
入
率
】８７
・
７
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
１
０
７
億
４

３
２
１
万
円

　
【
執
行
率
】９０
・
８
％

後
期
高
齢
者
医
療 

特

別

会

計

　
【
予
算
総
額
】３３
億
８
３
６
９
万

６
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
３３
億
３
７
２

８
万
８
千
円

　
【
収
入
率
】９８
・
６
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
３３
億
１
２
５

８
万
８
千
円

　
【
執
行
率
】９７
・
９
％

介
護
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】１
０
０
億
２
０
５

万
９
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
９１
億
６
４
４

６
万
９
千
円

　
【
収
入
率
】９１
・
６
％

　
【
歳
出
】支
出
済
額
８７
億
１
７
７

２
万
６
千
円

　
【
執
行
率
】８７
・
２
％

下
水
道
事
業
会
計

◎
収
益
的
収
入

　
【
予
算
額
】２６
億
６
７
２
６
万
５

千
円

　
【
執
行
額
】２５
億
９
６
８
９
万
２

千
円

　
【
執
行
率
】９７
・
４
％

◎
収
益
的
支
出

　
【
予
算
額
】２２
億
８
８
３
５
万
１

千
円

　
【
執
行
額
】２２
億
５
１
５
７
万
２

千
円

　
【
執
行
率
】９８
・
４
％	

◎
資
本
的
収
入

　
【
予
算
額
】５
億
５
６
０
万
１
千

円
　
【
執
行
額
】４
億
３
９
４
４
万
９

千
円

　
【
執
行
率
】８６
・
９
％

◎
資
本
的
支
出

　
【
予
算
額
】１４
億
１
１
５
０
万
４

千
円

　
【
執
行
額
】１３
億
１
６
９
９
万
５

千
円

　
【
執
行
率
】９３
・
３
％

　
※
予
算
総
額
に
対
す
る
執
行
率

は
い
ず
れ
も
３
年
３
月
末
日
現
在

の
も
の
で
す
。
１
年
間
の
決
算
は
、

現
金
の
未
収
・
未
払
い
の
整
理
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

「
出
納
整
理
期
間
（
４
月
１
日
〜

５
月
３１
日
）」
後
に
確
定
し
ま
す

（
下
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）。

　
詳
し
く
は
財
政
課
☎
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

　
【
定
員
】各
２０
人

　
【
参
加
費
】無
料

　
申
し
込
み
は
各
開
催
日
の
４
日

前
ま
で
に
、
専
用
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
（https://bit.ly/pre
kazokukai

）、
電
話
（
４
７
５・

０
７
３
９
）、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７

６
・
４
５
４
５
）
ま
た
は
直
接
、

市
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

担
当
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
担
当
へ
。

１
日
（
水
）
正
午

②
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
冊
子
）
に
よ

る
紹
介

　
参
加
団
体
の
活
動
内
容
を
掲
載

し
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
冊
子
）
を

作
成
し
ま
す
。
６
月
中
旬
か
ら
、

環
境
政
策
課
窓
口
な
ど
に
配
架
し

ま
す
。
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

デ
ー
タ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

参

加

団

体

　
▼
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
東
久
留

米
店
▼
お
ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル

の
会
▼
オ
モ
チ
ャ
と
文
房
具
の
リ

サ
イ
ク
ル
▼
川
ぴ
か
森
ぴ
か
チ
ー

ム
▼
環
境
美
化
推
進
員
連
絡
会
▼

小
山
茶
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

▼
社
会
福
祉
法
人
椎
の
木
会　
第

二
ど
ん
ぐ
り
の
家
▼
学
校
法
人
自

由
学
園
最
高
学
部
「
庭
園
・
自
然

環
境
：
草
本
・
潅
木
」
生
活
経
営

研
究
実
習
グ
ル
ー
プ
▼
新
日
本
婦

人
の
会
東
久
留
米
支
部
▼
東
京
ガ

　
【
参
加
費
】無
料

　
申
し
込
み
は
６
月
１５
日
（
火
）

か
ら
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
経
験
の
有
無
を
記
入

の
上
、
電
子
メ
ー
ル
（fifty2@

city.higashikurum
e.lg.jp

）
で

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
宛
て
送

信
を
。

　
詳
し
く
は
電
話
（
４
７
２
・
０

０
６
１
）、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
同

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

世
帯
」
の
方
、
ま
た
は
６５
歳
以
上

の
「
高
齢
者
の
み
世
帯
」
の
方

　
※
対
象
地
域
と
な
る
世
帯
に
は
、

事
前
に
、
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

対
象
地
域
以
外
の
世
帯
で
訪
問
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
】地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
対
象
者

の
ご
自
宅
に
訪
問
し
て
、
生
活
状

況
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す

　
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
地
域

を
担
当
す
る
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎
４
７

０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
５
０
１

〜
２
５
０
３
）
へ
。

　
▼
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
担
当
地
域
＝
上
の
原
・
金

山
町
・
神
宝
町
・
氷
川
台
・
大
門

町
・
小
山
・
東
本
町
・
新
川
町
・

浅
間
町
）
☎
４
７
３
・
９
９
９
６

　
▼
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
担
当
地
域
＝
本
町・幸
町・

中
央
町
・
南
沢
・
学
園
町
・
ひ
ば

り
が
丘
団
地
・
南
町
・
前
沢
一
〜

三
丁
目
）
☎
４
７
０
・
８
１
８
６

　
▼
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
担
当
地
域
＝
前
沢
四
・
五

丁
目
・
滝
山
・
野
火
止
・
八
幡
町
・

柳
窪・弥
生・下
里
）
☎
４
７
２・

０
６
６
１

ス
株
式
会
社
東
京
西
支
店
▼
都
水

道
局
立
川
給
水
管
理
事
務
所
▼
市

市
民
環
境
会
議
▼
市
市
民
環
境
会

議
エ
コ
な
く
ら
し
グ
ル
ー
プ
▼
市

市
民
環
境
会
議
水
と
み
ど
り
グ

ル
ー
プ
▼
市
市
民
環
境
会
議
み
ん

な
で
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
▼
東
久
留

米
・
川
ク
ラ
ブ
▼
東
久
留
米
・
黒

目
川
流
域　
水
の
会
▼
市
医
師
会

▼
市
ご
み
対
策
課
▼
市
建
設
業
協

会
▼
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
運

営
委
員
会
▼
東
久
留
米
自
然
ふ
れ

あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼
市
立
小
山

小
学
校
▼
市
立
図
書
館
▼
東
久
留

米
の
井
戸
水
位
を
調
べ
る
会
▼
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
の
水
と
景
観

を
守
る
会
▼
東
久
留
米
水
辺
の
生

き
も
の
研
究
会
▼
東
多
摩
再
資
源

化
事
業
協
同
組
合
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
東
久
留
米
第
一
団
▼
放
射
能

か
ら
子
ど
も
を
守
る
会
▼
南
沢
水

辺
公
園
の
な
か
ま
た
ち
▼
向
山
緑

地
・
立
野
川
勉

強
会
、
学
校
法

人
自
由
学
園
環

境
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
▼
柳
泉

園
組
合

　
詳
し
く
は
環

境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５

３
へ
。

や
墓
所
に
残
る
筆ふ

で

子こ

塚づ
か

の
存
在
か

ら
、
純
農
村
で
あ
っ
た
東
久
留
米

市
域
の
村
々
に
江
戸
時
代
か
ら
子

供
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
よ
う

と
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
、
そ
し

て
、
明
治
に
な
り
、
教
育
に
か
か

る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
整
備
さ
れ

て
ゆ
く
中
で
、
学
校
の
校
舎
の
確

保
を
は
じ
め
、
村
内
に
教
育
を
根

付
か
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
大
変
な
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
詳
細
な
資

料
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
１
日
（
木
）
か
ら
生
活
文

化
課
（
市
役
所
２
階
）
と
郷
土
資

料
室
（
滝
山
４
ノ
３
ノ
１４
、
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階
）
で
有
償

頒
布
し
ま
す
。
ま
た
同
日
か
ら
市

立
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
管
理
は
所
有
者
の
責

任
で
す
。
空
き
家
を
お
持
ち
の
方

は
、
日
頃
か
ら
適
正
な
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
土

地
・
建
物
の
権
利
関
係
お
よ
び
相

続
の
事
や
管
理
な
ど
の
相
談
窓
口

を
、
専
門
家
団
体
と
協
定
を
結
び
、

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

２
年
度
下
半
期
の

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

ひ
が
し
く
る
め　

ひ
き
こ
も
り
家
族
会

準
備
会
を
開
催
し
ま
す

空
き
家
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

空
き
家
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

ま
ず
は
市
役
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
ず
は
市
役
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

〜「
あ
ん
し
ん
生
活
調
査
」ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
〜

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
し
ま
す

第
３９
回
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
東
久
留
米
の
学
校
史

　

︱
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
︱
」を

　�

刊
行
・
頒
布
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸
せ
な
社
会
を
め
ざ
し
て

〜
「
自
分
ゴ
ト
」
か
ら
「
社
会
ゴ
ト
」
へ
！
〜

連
続
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
）

６
月
23
日
〜
29
日
の
１
週
間
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

東
久
留
米
市
歴
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
３

▲�空き家に関
するページ

▲�同フェスティバル
に関するページ

第
25
回
東
久
留
米
市
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
あ
な
た
の
手
で
！

「
あ
な
た
の
手
で
！

　
未
来
は
変
わ
る
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

　
未
来
は
変
わ
る
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

入
賞
者
の
紹
介

▶
市
長
賞

▶
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長
賞

　
学
童
保
育
所
に
勤
務
す
る
職
員

（
児
童
厚
生
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
通
り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な

た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】６
月
３０
日
（
水
）
午
前

１０
時
〜
１１
時

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
３
会

議
室

　
【
説
明
内
容
】学
童
保
育
所
に
つ

学
童
保
育
所
の
職
員
募
集
説
明
会

学
童
保
育
所
の
職
員
募
集
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

い
て
、
児
童
厚
生
員
（
会
計
年
度

任
用
職
員
専
門
職
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
職
）
の
仕
事
の
内
容
、
応
募
資

格
な
ど

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

◎
参
加
者
・
参
加
団
体
を
募
集

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
文
化

活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
「
市
民
文
化
祭
」
を
、

１０
月
１６
日（
土
）〜
１１
月
２１
日（
日
）

に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ま
ろ

に
え
ホ
ー
ル
）
を
主
な
会
場
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　
【
対
象
】市
内
で
活
動
す
る
団
体

お
よ
び
市
民（
市
内
在
住・在
勤・

在
学
）
の
方

　
【
ご
注
意
】申
し
込
み
は
部
門
ご

と
に
１
人
１
点
・
１
人
１
回
に
限

り
ま
す
。
作
品
に
対
す
る
破
損
盗

難
な
ど
の
責
任
は
一
切
負
い
か
ね

ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
相

談
の
上
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す

　
【
募
集
内
容
・
申
し
込
み
方
法
】

表
１
〜
３
の
内
容
に
基
づ
き
、
各

種
ホ
ー
ル
発
表
・
展
示
・
催
事
の

部
門
別
の
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
７
月
５
日

（
月
）
〜
１６
日
（
金
）
に
、
〒
２

０
３

−

０
０
５
４
、
中
央
町
２
ノ

６
ノ
２３
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

東
久
留
米
市
文
化
協
会
・
文
化
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
宛
て
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
（office@

h-bunn
ka.or.jp

）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
４

７
７
・
４
７
０
０
）
で
送
信
を
。

　
※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
、
同

期
間
中
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
同
協
会
事
務
局
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
土
曜・日
曜
日
も
可
）。

　
※
申
込
書
は
同
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、
展
示
作
品
の
サ
イ
ズ
な
ど
、

詳
細
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
同
協
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
実
行
委
員
会
開
催
日
時
の
変
更

　
広
報
５
月
１５
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
同
文
化
祭
実
行
委
員
会
の
開

催
日
時
が
次
の
通
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

　
【
日
時
】６
月
２９
日
（
火
）
午
後

１
時
半
か
ら

　
【
場
所
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
フ
ラ
ッ
ト

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
（
第
４
月
曜
日

を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
へ
。

第
５０
回
市
民
文
化
祭

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
せ
ん
か

表１　ホール部門
（会場は生涯学習センター）
日 程 名　称

１０月１６日（土）
オープニング
（式典）
特別企画

１７日（日）音楽の集い
２３日（土）邦楽の集い
２４日（日）舞踊の集い

３０日（土）エンタ ー テイナーの集い

３１日（日）太鼓と阿波踊りの集い

１１月３日（祝）吟
ぎん
剣
けん
詩
し
舞
ぶ
の集い

６日（土）大正琴の集い

７日（日）民謡と民舞の集い
１１日（木）いきいき演芸大

会１２日（金）
１３日（土）歌謡の集い

１４日（日）バレエ＆ダンスの集い
２０日（土）コーラスの集い

２１日（日）ハワイアン＆フラダンスの集い

表2　展示部門
（会場は生涯学習センター）

日　程 会場・種目
１０月１６日（土）・１７日（日）【ロビー】華道展
１０月１９日（火）〜２４日（日）【学習室】美術展
１０月２７日（水）
� 〜１１月１日（月）

【学習室】書道展・ペン習字展・篆
てん
刻
こく

展

１１月３日（祝）〜８日（月）
【学習室】手工芸・盆栽・絵てがみ・
高崎市文化協会榛名支部作品展
【創作室】陶芸展

１１月３日（祝）〜１１日（木）【ロビー】社会を明るくする運動ポスター展
１１月１３日（土）〜２１日（日）【ロビー】写真展
１０月１６日（土）
� 〜１１月２１日（日）【ロビー】市民文化祭ポスター展

※�搬入時間は各展示実行委員会で設定（おおむね午後２時から）。
最終日の展示は午後４時まで。

表3　催事部門
日　程 名　称 会　場

９月１９日（日）朗読の集い 市民プラザホール

１０月１６日（土）
囲碁大会

生涯学習センター
演劇の集い

３１日（日）社交ダンスの集い スポーツセンター

１１月１３日（土）
映画の集い

生涯学習センター市民飛入り句会
論語の集い

▲�専用申し込み
フォーム


